
自
主
点
検
は
、
お
客
様
へ

の
見
え
な
い
サ
ー
ビ
ス
！

　

平
成
25
年
３

月
８
日
、
滋
賀

県
生
活
衛
生
協

会
（
佐
藤
良
治

理
事
長
）
と
当

指
導
セ
ン
タ
ー

（
玄
田
宗
七
理

事
長
）
は
、「
災

害
時
に
お
け
る

生
衛
団
体
に
よ

る
被
災
者
支
援

の
包
括
的
サ
ー

ビ
ス
の
提
供
」
に
つ
い
て
、
滋
賀
県
公
館
で

嘉
田
知
事
と
協
定
を
結
び
ま
し
た
。

　

生
衛
団
体
と
滋
賀
県
と
の
協
定
は
、
当
セ

ン
タ
ー
が
仲
介
役
と
な
り
、
平
成
21
年
度
に

ホ
テ
ル
旅
館
組
合
、
平
成
22
年
度
に
理
容
組

合
と
美
容
組
合
、
平
成
23
度
に
喫
茶
飲
食
組

合
が
そ
れ
ぞ
れ
締
結
し
て
き
ま
し
た
が
、
東

日
本
大
震
災
を
教
訓
に
、
新
た
に
生
衛
団
体

の
包
括
的
な
内
容
の
協
定
と
し
て
結
び
直
し
、

帰
宅
困
難
者
や
避
難
所
の
被
災
者
へ
の
よ
り

幅
広
い
支
援
を
実
施
す
る
も
の
で
す
。
災
害

時
に
は
県
が
必
要
と
す
る
支
援
を
連
絡
調
整

役
の
指
導
セ
ン
タ
ー
に
依
頼
し
、
生
活
衛
生

協
会
（
理
容
・
美
容
・
旅
館
ホ
テ
ル
・
す
し

料
理
・
喫
茶
飲
食
・
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
・
食

肉
・
公
衆
浴
場
・
興
行
の
各
生
衛
組
合
で
構

成
）
に
お
い
て
様
々
な
支
援
を
無
償
で
実
行

す
る
こ
と
に
よ
り
、
生
衛
協
会
は
互
助
の
精

神
で
地
域
へ
貢
献
し
、
指
導
セ
ン
タ
ー
は
公

滋
賀
県
と
包
括
的

�

災
害
時
協
定
を
締
結
！

益
事
業
の
一
環
と
す
る
も
の
で
す
。

　

包
括
協
定
に
は
、
災
害
時
の
帰
宅
困
難
者

に
対
し
て
、
ト
イ
レ
や
入
浴
施
設
の
無
償
提

供
を
は
じ
め
、
避
難
所
で
生
活
す
る
被
災
者

に
対
し
て
、
食
事
や
コ
ー
ヒ
ー
な
ど
の
提
供

や
避
難
所
で
の
理
容
・
美
容
の
サ
ー
ビ
ス
、

映
画
の
上
映
会
な
ど
を
盛
り
込
ん
で
い
ま
す
。

　

今
年
度
も
し
く
は
来
年
度
早
速
に
、
災
害

を
想
定
し
た
訓
練
を
予
定
し
て
い
ま
す
の
で

各
生
衛
組
合
お
か
れ
ま
し
て
は
、
ご
協
力
の

ほ
ど
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

　

平
成
24
年
度
の
自
主
点
検
の
結
果
に
よ
る

と
、
理
・
美
容
所
で
は
依
然
と
し
て
器
具
等

の
消
毒
が
で
き
て
お
ら
ず
、
特
に
ク
シ
や
ハ

サ
ミ
な
ど
一
人
ご
と
に
消
毒
を
行
え
て
い
な

い
と
い
う
結
果
が
で
て
い
ま
す
。
そ
の
他
の

業
種
で
は
、
従
事
者
の
健
康
管
理
、
浴
槽
水

の
水
質
管
理
、
ま
な
板
・
ふ
き
ん
等
の
消
毒

等
の
不
適
事
項
が
あ
げ
ら
れ
て
い
ま
す
。
ま

た
、
自
主
点
検
の
ハ
ガ
キ
の
回
収
率
が
昨
年

と
ほ
ぼ
同
じ
で
53
％
で
あ
り
、
食
品
関
係
営

業
に
あ
っ
て
は
27
％
し
か
回
収
で
き
て
お
り

ま
せ
ん
。
ぜ
ひ
ハ
ガ
キ
を
お
出
し
下
さ
い
。

　

滋
賀
県
が
平
成
24
年
度
に
実
施
し
た
理
容

所
の
重
点
監
視
の
結
果
で
は
、
血
液
付
着
の

可
能
性
の
有
無
に
か
か
わ
ら
ず
、
器
具
の
消

毒
方
法
と
実
施
に
つ
い
て
の
指
摘
事
項
が
多

く
、
中
に
は
誤
っ
た
消
毒
剤
を
使
用
し
て
い

た
事
例
も
あ
り
、
紫
外
線
消
毒
に
関
し
て
は

不
適
施
設
全
て
で
、
紫
外
線
ラ
ン
プ
の
交
換

頻
度
の
不
適
が
あ
り
ま
し
た
。
ま
た
、
平
成

24
年
度
に
県
内
で
発
生
し
た
食
中
毒
事
件
24

件
の
内
21
件
が
飲
食
店
を
原
因
と
し
て
い
る

こ
と
は
大
変
危
惧
す
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

こ
の
よ
う
な
こ
と
か
ら
、
生
衛
業
に
と
っ

て
「
衛
生
」
は
お
店
を
支
え
る
土
台
で
あ
り
、

自
主
点
検
は
、
お
客
様
の
視
点
に
立
っ
た

「
安
全
・
安
心
で
信
頼
で
き
る
店
づ
く
り
」

の
基
本
で
す
。
お
客
様
の
信
頼
に
応
え
る
た

め
維
持
管
理
の
た
め
の
要
領
を
作
成
し
自
主

点
検
を
実
施
し
ま
し
ょ
う
。

生
活
衛
生
協
会
お
よ
び
指
導
セ
ン
タ
ー

10
月
１
日
は
自
主
点
検
報
告
日
で
す
。

�

平
成
二
十
四
年
度　

自
主
点
検
結
果
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受
賞
さ
れ
ま
し
た
皆
様
方
の
、
長
年
に
わ
た
る
生
活
衛
生
同
業
組
合
の
組

織
強
化
と
生
衛
業
の
発
展
の
た
め
の
ご
苦
労
と
、
そ
の
顕
著
な
功
績
に
対
し

ま
し
て
、
敬
意
と
感
謝
の
意
を
表
し
、
心
か
ら
お
祝
い
申
し
上
げ
ま
す
。

栄
え
あ
る
受
賞

�

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

◎
春
の
叙
勲

　
　
　
　
　
　
　
旭
日
双
光
章

　
　
　
　
　
　
　
　
辻
　
　
眞
　
一
　
　
氏

　
　
　
　
　
　
　
　
　
全
国
理
容
生
活
衛
生
同
業
組
合
連
合
会

　
　
　
　
　
　
　
　
　
元
常
務
理
事

◎
知
事
表
彰

　
　
野
　
村
　
健
　
三
　
氏
　（
食
　
肉
）　
　
　
　
栗
　
東
　
市

　
　
川
　
瀬
　
多
喜
雄
　
氏
　（
す
し
・
料
理
）　
　
長
　
浜
　
市

　
　
若
　
林
　
　
　
均
　
氏
　（
美
　
容
）　
　
　
　
彦
　
根
　
市

◎
（
一
社
）
滋
賀
県
生
活
衛
生
協
会
理
事
長
表
彰

　
　
大
　
西
　
　
　
豊
　
氏
　（
理
　
容
）　
　
　
　
甲
　
賀
　
市

　
　
藤
　
塚
　
慎
　
也
　
氏
　（
理
　
容
）　
　
　
　
彦
　
根
　
市

　
　
川
　
田
　
洋
　
士
　
氏
　（
美
　
容
）　
　
　
　
大
　
津
　
市

　
　
西
　
村
　
正
　
司
　
氏
　（
旅
館
ホ
テ
ル
）　
　
愛
　
知
　
郡

　
　
青
　
山
　
修
　
治
　
氏
　（
す
し
・
料
理
）　
　
大
　
津
　
市

　
　
瀨
　
戸
　
　
　
勇
　
氏
　（
喫
茶
飲
食
）　
　
　
大
　
津
　
市

　
　
舩
　
越
　
　
　
章
　
氏
　（
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
）　
大
　
津
　
市

　
　
西
　
居
　
基
　
晴
　
氏
　（
食
　
肉
）　
　
　
　
大
　
津
　
市

　
　
西
　
村
　
和
　
英
　
氏
　（
浴
　
場
）　
　
　
　
東
近
江
市

　
　
小
野
瀬
　
菜
　
苗
　
氏
　（
興
　
行
）　
　
　
　
近
江
八
幡
市

　
　
中
　
島
　
孝
　
一
　
氏
　（
経
営
相
談
員
）　
　
彦
　
根
　
市

　
旅
館
業
務
に
精
励
さ
れ
た
佐
藤
良
治
氏
（
生
衛
協
会
理
事
長
）
が
黄
綬
褒
章
を

受
章
さ
れ
ま
し
た
。

　
黄
綬
褒
章
（
春
の
叙
勲
・
褒
章
）

　 

佐
　
藤
　
良
　
治
　
　
氏

　
　
　（
国
華
荘
（
び
わ
湖
花
街
道
）
会
長
）

　
　
　
元
国
際
観
光
旅
館
連
盟
常
務
理
事

「
平
成
二
十
五
年
度
生
活
衛
生
大
会
」開
催
さ
れ
る

生
活
衛
生
功
労
者
表
彰
も
実
施

　

平
成
二
十
五
年
六
月
六
日
（
木
）「
大
津
プ
リ
ン
ス
ホ
テ
ル
」
に
お
い
て
、
生
活
衛
生
大

会
が
多
く
の
来
賓
を
迎
え
て
盛
大
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

大
会
に
先
立
ち
、
生
活
衛
生
功
労
者
に
対
す
る
滋
賀
県
知
事
表
彰
な
ら
び
に
（
一
社
）
滋

賀
県
生
活
衛
生
協
会
長
表
彰
が
行
わ
れ
、
十
四
名
（
別
記
）
の
方
々
が
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。

　

本
大
会
は
、
生
活
衛
生
営
業
の
向
上
発
展
な
ら
び
に
生
活
衛
生
思
想
の
普
及
促
進
を
図
る

た
め
、
一
般
社
団
法
人
滋
賀
県
生
活
衛
生
協
会
が
各
生
活
衛
生
同
業
組
合
と
連
携
し
て
開
催

し
て
お
り
、
生
活
衛
生
協
会
、
生
活
衛
生
営
業
指
導
セ
ン
タ
ー
な
ら
び
に
各
生
活
衛
生
同
業

組
合
の
活
動
方
針
を
採
択
し
ま
し
た
。

　

最
後
に
、
平
成
二
十
五
年
度
の
生
衛
業
界
共
通
ス
ロ
ー
ガ
ン
の
採
択
が
あ
り
、
盛
会
裏
に

閉
会
し
ま
し
た
。

　

大
会
終
了
後
、
同
ホ
テ
ル
に
お
い
て
受
賞
者
を
囲
み
祝
賀
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

平
成
二
十
五
年
度 

生
衛
業
界
共
通
ス
ロ
ー
ガ
ン

　「
安
心
・
信
頼
・
い
い
お
店
　
く
ら
し
の
中
の
生
衛
業
」
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着
任
の
ご
あ
い
さ
つ

着
任
の
ご
あ
い
さ
つ

株
式
会
社
日
本
政
策
金
融
公
庫

　
大
津
支
店
長
兼
国
民
生
活
事
業
統
轄

�

山
　
崎
　
郁
　
夫

株
式
会
社
日
本
政
策
金
融
公
庫

　
彦
根
支
店
長
兼
国
民
生
活
事
業
統
轄

�

長
　
瀬
　
昭
　
一

　

盛
夏
の
候　

生
活
衛
生
関
係
営
業
の
皆
さ

ま
方
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
ま
す
ま
す
ご
健

勝
の
こ
と
と
お
喜
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　

本
年
四
月
一
日
付
で
北
海
道
の
釧
路
支
店

か
ら
赴
任
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。

　

滋
賀
県
は
、
琵
琶
湖
を
は
じ
め
と
す
る
自

然
と
歴
史
・
文
化
に
恵
ま
れ
た
大
好
き
な
と

こ
ろ
で
す
。

　

私
の
出
身
は
信
州
の
諏
訪
の
岡
谷
と
い
う

街
で
ご
ざ
い
ま
し
て
、
諏
訪
湖
の
沿
岸
に
位

置
し
て
お
り
ま
す
。
幼
少
か
ら
高
校
生
ま
で

を
ご
当
地
滋
賀
と
同
じ
よ
う
な
環
境
の
中
で

育
ち
ま
し
た
。
大
学
時
代
は
京
都
市
内
で
四

年
間
を
過
ご
し
ま
し
て
、
ち
ょ
く
ち
ょ
く
滋

賀
に
も
遊
び
に
来
て
お
り
ま
し
た
。

　
「
琵
琶
湖
周
航
の
歌
」
の
作
詞
を
し
た
小
口

太
郎
氏
は
、
同
郷
の
大
先
輩
に
あ
た
り
ま
す
。

　

大
津
支
店
で
十
一
か
所
目
の
赴
任
地
と
な

り
ま
す
が
、
前
任
地
ま
で
は
も
っ
ぱ
ら
北
日

本
、
東
日
本
で
し
て
、
今
回
の
よ
う
に
箱
根

を
越
え
た
の
は
初
め
て
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　

ま
ず
着
任
し
て
感
じ
た
の
は
、
大
津
に
し

ろ
、
草
津
に
し
ろ
、
湖
西
、
湖
南
等
の
そ
れ

ぞ
れ
の
街
の
そ
こ
か
し
こ
で
、
歴
史
的
な
風

格
と
言
い
ま
す
か
、
何
と
も
言
え
な
い
気
品

の
よ
う
な
も
の
が
漂
っ
て
い
る
こ
と
で
ご
ざ

い
ま
す
。

　

こ
の
点
な
か
な
か
、
地
元
の
皆
さ
ま
は
逆

に
お
感
じ
に
な
り
に
く
い
の
か
も
し
れ
ま
せ

ん
が
、
外
か
ら
来
た
人
間
、
特
に
小
職
の
よ

　

生
活
衛
生
関
係
営
業
の
皆
様
に
お
か
れ
ま

し
て
は
、
ま
す
ま
す
ご
清
栄
の
こ
と
と
お
喜

び
申
し
あ
げ
ま
す
。

　

本
年
四
月
一
日
付
で
宮
崎
県
の
延
岡
支
店

か
ら
赴
任
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。

　

滋
賀
県
の
勤
務
は
は
じ
め
て
で
す
が
、
五

年
前
の
吹
田
支
店
勤
務
時
代
に
家
族
四
人
で

び
わ
湖
一
周
の
旅
行
に
出
か
け
、
長
浜
市
に

宿
泊
し
て
、
た
だ
今
の
勤
務
地
で
あ
る
彦
根

も
訪
れ
彦
根
城
を
散
策
し
ま
し
た
。
家
族
の

楽
し
い
思
い
出
と
し
て
残
っ
て
い
ま
す
。
縁

あ
っ
て
近
江
の
地
で
豊
か
な
自
然
と
産
物
に

出
会
い
、
ま
た
、
そ
の
中
で
育
ま
れ
た
温
か

な
人
情
味
に
触
れ
る
機
会
を
得
ま
し
た
こ
と

を
大
変
嬉
し
く
思
っ
て
お
り
ま
す
。

　

さ
て
、
最
近
の
景
況
は
、
全
体
で
は
緩
や

か
な
回
復
基
調
の
よ
う
で
す
が
、
当
公
庫
が

把
握
す
る
滋
賀
県
の
小
企
業
動
向
は
、
改
善

の
兆
し
は
見
ら
れ
る
も
の
の
、
依
然
と
し
て

厳
し
さ
が
続
い
て
い
る
と
感
じ
て
お
り
ま
す
。

　

こ
う
し
た
中
で
、
公
庫
の
二
四
年
九
月

の
「
生
活
衛
生
営
業
実
態
調
査
」
で
は
、
生

活
衛
生
営
業
の
五
社
に
一
社
の
企
業
は
、
シ

ニ
ア
層
（
概
ね
六
○
歳
以
上
）
の
集
客
に
向

け
て
、
何
ら
か
の
取
組
み
を
実
施
し
て
お
り
、

そ
の
取
組
み
が
利
益
の
獲
得
に
「
貢
献
し
て

う
に
も
っ
ぱ
ら
北
海
道
や
東
日
本
に
て
過
ご

し
て
き
た
人
間
に
は
、
上
方
の
歴
史
文
化
の

重
み
と
か
優
雅
さ
が
街
の
あ
ち
こ
ち
に
さ
り

げ
な
く
漂
っ
て
い
る
こ
と
が
敏
感
に
感
じ
と

れ
ま
す
。
歴
史
的
な
建
造
物
や
記
念
物
の
み

な
ら
ず
、
街
の
「
生
活
の
空
気
」
と
い
う
も

の
に
な
ん
と
も
い
え
な
い
「
落
ち
着
き
」
と

「
品
の
よ
さ
」
を
感
じ
る
の
で
す
。

　

こ
の
よ
う
に
豊
か
で
美
し
い
「
湖
国
」
の

土
地
で
、
今
で
も
「
こ
く
き
ん
」
と
親
し
く

お
呼
び
い
た
だ
け
る
皆
さ
ま
の
事
業
の
お
手

伝
い
が
で
き
る
ご
縁
に
巡
り
合
え
た
こ
と
を
、

大
変
う
れ
し
く
思
っ
て
お
り
ま
す
。

　

最
近
の
わ
が
国
の
経
済
情
勢
は
、
強
力
な

経
済
政
策
や
金
融
政
策
に
よ
り
緩
や
か
な
が

ら
持
ち
直
し
の
動
き
が
み
ら
れ
、
株
価
上
昇

を
背
景
と
し
た
消
費
マ
イ
ン
ド
の
改
善
な
ど

か
ら
景
気
の
回
復
が
期
待
さ
れ
る
と
こ
ろ
で

す
が
、
生
活
衛
生
業
の
皆
さ
ま
を
取
り
巻
く

環
境
は
、
依
然
と
し
て
厳
し
い
状
況
が
続
い

て
お
り
ま
す
。

　

日
本
公
庫
は
、
今
後
も
生
活
衛
生
指
導
セ

ン
タ
ー
様
お
よ
び
各
生
活
衛
生
同
業
組
合
様

と
の
連
携
を
深
め
、
政
策
実
施
機
関
と
し
て

セ
ー
フ
テ
ィ
ネ
ッ
ト
機
能
を
発
揮
し
、
設
備

の
改
善
や
経
営
の
資
金
繰
り
支
援
な
ど
、
融

資
制
度
を
通
じ
て
地
域
経
済
の
活
性
化
に
貢

献
し
て
ま
い
る
所
存
で
ご
ざ
い
ま
す
の
で
、

よ
り
一
層
の
ご
理
解
と
ご
支
援
を
賜
り
ま
す

よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
し
て
、
就
任
の
ご

あ
い
さ
つ
に
か
え
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

い
る
」
と
回
答
し
た
企
業
の
割
合
が
六
五
％

に
の
ぼ
っ
て
い
る
と
い
う
調
査
結
果
が
あ
り

ま
し
た
。

　

例
え
ば
飲
食
店
の
取
組
み
の
具
体
的
な
内

容
は
、「
シ
ニ
ア
層
に
は
特
化
し
た
商
品
・

サ
ー
ビ
ス
の
開
発
」五
三
・
四
％
、「
メ
ニ
ュ
ー

等
の
文
字
の
拡
大
」
二
〇
・
二
％
、「
シ
ニ
ア

層
に
向
け
た
接
客
の
強
化
」一
八
・
一
％
、「
配

達
サ
ー
ビ
ス
の
実
施
」
一
七
・
二
％
、「
バ
リ

ア
フ
リ
ー
設
備
の
設
置
」
一
〇
・
五
％
の
順

に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

つ
ま
り
顧
客
の
維
持
・
拡
大
や
利
益
の
確

保
に
努
め
て
い
る
お
店
は
、
こ
う
い
っ
た
取

組
み
を
着
々
と
進
め
て
い
る
こ
と
が
わ
か
り

ま
し
た
。

　

柔
軟
な
発
想
で
時
代
の
心
を
つ
か
み
、
組

合
員
の
皆
様
が
、
知
恵
と
元
気
を
出
し
て
事

業
の
ご
発
展
に
向
け
て
前
に
進
ん
で
い
く
時
、

少
し
で
も
お
役
に
た
て
る
よ
う
尽
力
し
て
ま

い
り
ま
す
。
今
後
と
も
、
国
民
生
活
に
密
着

し
た
生
活
衛
生
関
係
営
業
の
振
興
・
発
展
の

た
め
、
皆
様
の
視
点
に
立
っ
た
サ
ー
ビ
ス
の

向
上
に
し
っ
か
り
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す

の
で
、
一
層
の
ご
支
援
、
ご
協
力
を
賜
り
ま

す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
、
ご
挨
拶
と
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
す
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「
出
前
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
」
事
業
を
開
催

後
継
者
育
成
事
業

　

平
成
二
十
五
年
五
月
九
日
（
木
）
米
原
市
立
河
南
中
学
校
の
二
年
生
二
十
五
名
を
対
象
に
、

旅
館
ホ
テ
ル
生
活
衛
生
同
業
組
合
の
協
力
に
よ
り
、
長
浜
ロ
イ
ヤ
ル
ホ
テ
ル
の
マ
ナ
ー
ズ
イ

ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
の
居
藤
氏
か
ら
ホ

テ
ル
で
の
接
客
に
つ
い
て
の
お
話
と
、

実
際
に
電
話
機
を
使
い
電
話
で
の
応

対
に
つ
い
て
実
習
を
し
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。

　

当
指
導
セ
ン
タ
ー
か
ら
は
、
生
活

衛
生
関
係
営
業
の
説
明
と
、
生
衛
業

に
限
ら
ず
ど
ん
な
職
業
で
も
「
手
洗

い
」
の
大
切
さ
を
お
話
し
し
ま
し
た
。

　

◇
理
容
生
活
衛
生
同
業
組
合

　
　
　

ニ
ュ
ー
ヘ
ア
ー
講
習
会　

９
月
３
日
（
火
）
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
な
か
さ
と

　

◇
美
容
生
活
衛
生
同
業
組
合

　
　
　

ト
ッ
プ
マ
ス
タ
ー
ズ
モ
ー
ド
発
表
会　

10
月
７
日
（
月
）

　

◇
旅
館
ホ
テ
ル
生
活
衛
生
同
業
組
合

　
　
　

後
継
者
資
質
向
上
研
修
会
、
経
営
セ
ミ
ナ
ー
（
開
催
日
未
定
）

　

◇
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
生
活
衛
生
同
業
組
合

　
　
　

後
継
者
育
成
講
習
会　

９
月
１
日
（
日
）
コ
ラ
ボ
し
が
21

　

◇
す
し
・
料
理
生
活
衛
生
同
業
組
合

　
　
　

す
し
の
伝
統
技
術
等
講
習
会
、
新
メ
ニ
ュ
ー
開
発
講
習
会
（
開
催
日
未
定
）

　

◇
喫
茶
飲
食
生
活
衛
生
同
業
組
合

　
　
　

経
営
セ
ミ
ナ
ー
（
開
催
日
未
定
）

◆
一
般
社
団
法
人
滋
賀
県
生
活
衛
生
協
会
役
員

　
理 

事 

長
　
佐
藤
　
良
治 

氏
（
旅
館
ホ
テ
ル
）

　
副
理
事
長
　
中
江
　
義
孝 

氏
（
食
肉
）

　
副
理
事
長
　
松
本
　
　
智 

氏
（
興
行
）

　
理
　
　
事
　
谷
澤
　
　
昭 

氏
（
理
容
）

　
理
　
　
事
　
玄
田
　
宗
七 

氏
（
美
容
）

　
理
　
　
事
　
上
田
　
容
弘 

氏
（
す
し
・
料
理
）

　
理
　
　
事
　
吉
田
　
信
幸 

氏
（
喫
茶
飲
食
）

　
理
　
　
事
　
片
岡
　
一
郎 

氏
（
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
）

　
理
　
　
事
　
津
田
　
清
一 

氏
（
浴
場
）

　
理
　
　
事
　
五
十
嵐
喜
一 

氏
（
美
容
）

　
監
　
　
事
　
門
　
　
康
輔 

氏
（
理
容
）

　
監
　
　
事
　
山
本
　
清
蔵 

氏
（
旅
館
ホ
テ
ル
）

　
監
　
　
事
　
村
井
　
義
生 

氏
（
喫
茶
飲
食
）

◆�

公
益
財
団
法
人
滋
賀
県
生
活
衛
生
営
業
指
導

セ
ン
タ
ー

　
◎
評
議
員
　
片
岡
　
昭
芳 

氏
（
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
）

　
　
　
　
　
　
竹
村
　
春
由 

氏
（
興
行
）

　
　
　
　
　
　
宇
野
　
臣
一 

氏
（
理
容
）

　
　
　
　
　
　
高
瀬
伊
佐
雄 

氏
（
理
容
）

　
　
　
　
　
　
北
川
　
貞
夫 

氏
（
美
容
）

　
　
　
　
　
　
片
岡
　
哲
司 

氏
（
旅
館
ホ
テ
ル
）

　
　
　
　
　
　
樋
口
　
久
雄 

氏
（
す
し
・
料
理
）

平
成
25
年
４
月
１
日
か
ら
国
の
公
益
法
人
制
度
改
革
に
伴
い
、

　

社
団
法
人
滋
賀
県
生
活
衛
生
協
会
は
「
一
般
社
団
法
人
滋
賀
県
生
活
衛
生
協
会
」に
、

財
団
法
人
滋
賀
県
生
活
衛
生
営
業
指
導
セ
ン
タ
ー
は
「
公
益
財
団
法
人
滋
賀
県
生
活
衛

生
営
業
指
導
セ
ン
タ
ー
」
に
移
行
し
ま
し
た
。

　

な
お
、
実
施
す
る
事
業
に
つ
き
ま
し
て
は
、
基
本
的
な
変
更
は
ご
ざ
い
ま
せ
ん
。
こ
の
移
行
を
機

に
、
生
衛
業
の
振
興
発
展
に
、
よ
り
一
層
の
努
力
を
し
て
参
り
ま
す
の
で
、
ご
支
援
ご
協
力
の
ほ
ど

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

　

ま
た
、
移
行
後
の
評
議
員
・
役
員
は
以
下
の
と
お
り
で
す
。

　
　
　
　
　
　
安
田
　
浩
彦 

氏
（
喫
茶
飲
食
）

　
　
　
　
　
　
小
西
　
基
晴 

氏
（
食
肉
）

　
　
　
　
　
　
越
前
　
正
弘 

氏
（
浴
場
）

◎
役
　
員

　
理 

事 

長
　
玄
田
　
宗
七 

氏
（
美
容
）

　
副
理
事
長
　
津
田
　
清
一 

氏
（
浴
場
）

　
副
理
事
長
　
片
岡
　
一
郎 

氏
（
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
）

　
専
務
理
事
　
谷
本
　
義
広 

氏
（
セ
ン
タ
ー
）

　
理
　
　
事
　
谷
澤
　
　
昭 

氏
（
理
容
）

　
理
　
　
事
　
佐
藤
　
良
治 

氏
（
旅
館
ホ
テ
ル
）

　
理
　
　
事
　
上
田
　
容
弘 

氏
（
す
し
・
料
理
）

　
理
　
　
事
　
吉
田
　
信
幸 
氏
（
喫
茶
飲
食
）

　
理
　
　
事
　
中
江
　
義
孝 
氏
（
食
肉
）

　
理
　
　
事
　
松
本
　
　
智 

氏
（
興
行
）

　
理
　
　
事
　
五
十
嵐
喜
一 

氏
（
美
容
）

　
監
　
　
事
　
門
　
　
康
輔 

氏
（
理
容
）

　
監
　
　
事
　
山
本
　
清
蔵 

氏
（
旅
館
ホ
テ
ル
）

　
監
　
　
事
　
村
井
　
義
生 

氏
（
喫
茶
飲
食
）

◎
事
務
局

　
事
務
局
長
　
谷
本
　
義
広

　
経
営
指
導
員
　
山
本
　
健
二

　
経
営
指
導
員
　
木
野
　
光
雄

　
事
務
職
員
　
中
村
　
利
加

こ
れ
か
ら
の
各
組
合
の
振
興
事
業
の
予
定
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　振興計画の認定を受けた生活衛生同業組合の組合員の方は、一般貸付よりも有利な振興貸付をご利用い
ただけます。

◇振興事業貸付◇
　ご利用にあたっては、振興計画認定組合の長が発行する「振興事業に係る資金証明書」が必要となります。事
業計画の確認を受けた場合は「振興事業促進支援融資制度に係る事業計画書」の写しも必要となります。

（注）�「振興事業促進支援融資制度に係る事業計画書」を策定し、生活衛生同業組合から一定の会計書類を準備しているこ
との確認および事業計画の確認を受けた場合は、振興事業貸付に定める利率から0.15%引き下げとなります（振興特
利設備・振興運転に限ります）。

※ 振興貸付を基準利率より低い利率でご利用後に、所属する組合を脱退した場合、基準利率に引上げとなる場合があります。
※ ご返済期間またはお使いみちなどによって利率が異なります。
※ 利率は金融情勢によって変動しますので、お借入金利（固定）は、記載されている利率とは異なる場合あります。

設　備　資　金 運　転　資　金

ご利用いただける方 生活衛生関係の事業を営む方であって、振興計画の認定を受けた生活衛生同業組合の
組合員の方

ご　融　資　額
　１億5,000万円以内
～７億2,000万円以内

（業種によって異なります。）
5,700万円以内

ご 返 済 期 間 18年以内（特別な場合20年以内） ５年以内（特に必要な場合７年以内）
据　置　期　間 ２年以内 ６ヵ月以内（特に必要な場合１年以内）
利率（年利）（注）
平成25年５月13日現在 0.2％～3.8％ 0.7％～3.7％

◇生活衛生改善貸付（衛経）◇　（生活衛生関係営業経営改善資金特別貸付）

（注１）常時使用する従業員数が５人以下の会社又は個人の方が対象となります。
（注２）平成26年４月１日からは、1,000万円以内となります。
（注３）平成25年４月１日からは、設備資金７年以内、運転資金５年以内、据置期間６ヵ月以内となります。
（注４）利率は金融情勢によって変動しますので、借入金利（固定）は、記載されている利率とは異なる場合があります。

ご利用いただける方 生活衛生関係の事業を営む小規模事業者の方（注１）であって
生活衛生同業組合理事長などの推薦を受けた方

ご 融 資 額（注２） 1,500万円以内
ご返済期間（注３）
（うち据置期間）

設備資金10年以内（２年以内）
運転資金７年以内（１年以内）

利率（年利）（注４）
平成25年５月13日現在 1.65%

担保・保証人 無担保・無保証人

◇生活衛生セーフティーネット貸付◇

（注１）別枠5,700万円の取扱は平成26年３月31日までです。
（注２）平成26年４月１日からは、3,000万円以内となります。
（注３）平成26年４月１日からは、２年以内となります。
（注４）利率は金融情勢によって変動しますので、借入金利（固定）は、記載されている利率とは異なる場合があります。

経営環境変化資金 金融環境変化資金

ご利用いただける方

社会的、経済的環境の変化等外的要因に
より、一時的に売上の減少等業況悪化を
きたしているが、中長期的にはその業況
が回復し発展することが見込まれる方で
あって、一定の要件に該当する方

金融機関との取引状況の変化により、一
時的に資金繰りに困難をきたし、中長期
的には資金繰りが改善し経営が安定する
ことが見込まれる方であって、一定の要
件に該当する方

ご　融　資　額 別枠5,700万円以内（注１） 4,000万円以内（注２）
ご返済期間（注３）
（うち据置期間）

５年以内［特に必要な場合は８年以内］
（特に必要と認められる場合は３年以内）

利率（年利）（注４）
平成25年５月13日現在 0.85％～2.7％

生活衛生同業組合の組合員のみなさまへ

生活衛生融資のごあんない

詳しくは、滋賀県生活衛生営業指導センターへお問い合わせ下さい。
ＴＥＬ ０７７－５２４－２３１１
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　平成二十四年度は県下２
会場４回開催しましたとこ
ろ、クリーニング師にあっ
ては72名が、業務従事者に
あっては68名が受講されま
した。
　今年度も同様に、指導セ
ンターから受講の案内を送
付いたしますので、該当者
は必ず受講されますようお願いします。
　今年度から、新たに業務上受講が難しい方や遠隔地などで指定
の日に受講できない方のために２型の通信教育による研修・講習
を実施します。

　★出席して受講する研修会・講習会（１型）
　　クリーニング師研修会
　　　受付期間：平成25年９月24日～10月４日
　　　開 催 日：平成25年10月27日（日）　生衛会館
　　業務従事者講習会
　　　受付期間：平成25年10月21日～11月１日
　　　開 催 日：平成25年11月21日（木）　生衛会館
　★通信制による研修・講習（２型）
　　�自宅などでテキストなどを使って受講し、一定期間内にレ
ポートを提出

　　クリーニング師研修
　　　受付期間：平成25年９月24日～11月８日
　　　レポート提出締め切り日：平成26年１月20日
　　業務従事者講習
　　　受付期間：平成25年10月21日～12月６日
　　　レポート提出締め切り日：平成26年２月10日

クリーニング師研修会および
� 業務従事者講習会の開催

中井顧問弁護士による苦情対応のお話

 人
物
往
来

◆
滋
賀
県

　

健
康
福
祉
部　
　
　
　
　

部　

長　

那
須　

安
穂　

氏

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

理　

事　

苗
村　

光
廣　

氏

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

次　

長　

中
井　
　

清　

氏

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

次　

長　

角
野　

文
彦　

氏

　

生
活
衛
生
課　
　
　
　
　

課　

長　

林　
　

宏
一　

氏

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

参　

事　

若
山　

和
雄　

氏

　
　

衛
生
営
業
担
当　
　
　

副
参
事　

原
田　

浩
之　

氏

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

副
主
幹　

牧
野　

靖
史　

氏

　

草
津
保
健
所　
　
　
　
　

所　

長　

寺
尾　

敦
史　

氏

　
　

生
活
衛
生
担
当　

GL　

主　

幹　

我
藤　

一
史　

氏

　

甲
賀
保
健
所　
　
　
　
　

所　

長　

井
下　

英
二　

氏

　
　

生
活
衛
生
担
当　

GL　

副
参
事　

島
田
伊
久
三　

氏

　

東
近
江
保
健
所　
　
　
　

所　

長　

瀨
戸　

昌
子　

氏

　
　

生
活
衛
生
担
当　

GL　

主　

幹　

佐
谷　

泰
親　

氏

　

彦
根
保
健
所　
　
　
　
　

所　

長　

小
林　

靖
英　

氏

　
　

生
活
衛
生
担
当　

GL　

副
参
事　

中
村　

直
美　

氏

　

長
浜
保
健
所　
　
　
　
　

所　

長　

苗
村　

光
廣　

氏

　
　

生
活
衛
生
担
当　

GL　

主　

幹　

寺
倉　

宏
美　

氏

　

高
島
保
健
所　
　
　
　
　

所　

長　

伊
藤　
　

直　

氏

　
　

健
康
衛
生
担
当　

GL　

主　

幹　

雨
森　

久
子　

氏

◆
大
津
市

　

健
康
保
険
部　
　
　
　
　

部　

長　

沖
野　

行
英　

氏

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

政
策
監　

菅
原　

弘
一　

氏

　

大
津
市
保
健
所　
　
　
　

所　

長　

勝
山　

和
明　

氏

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

次　

長　

秋
山　

雅
信　

氏

　

衛
生
課　
　
　
　
　
　
　

課　

長　

井
上　
　

敏　

氏

　
　

生
活
衛
生
担
当　

GL　

主　

幹　

井
上　
　

誠　

氏

◆
日
本
政
策
金
融
公
庫

　

大
津
支
店　

国
民
生
活
事
業
統
轄　

山
崎　

郁
夫　

氏

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

総
括
課
長　

新
開　

博
美　

氏

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

融
資
課
長　

久
野　
　

暢　

氏

　
　
　
　
　
　
　
　

上
席
課
長
代
理　

小
掠　

敏
弘　

氏

　
　
　
　
　
　
　
　

上
席
課
長
代
理　

田
倉　

聡
敏　

氏

　
　
　
　
　
　
　
　

上
席
課
長
代
理　

衣
川　

昭
宏　

氏

　
　
　
　
　
　
　
　

上
席
課
長
代
理　

宮
地　

達
夫　

氏

　
　
　
　
　
　
　
　

上
席
課
長
代
理　

斉
藤　

利
彦　

氏

　

彦
根
支
店　

国
民
生
活
事
業
統
轄　

長
瀬　

昭
一　

氏

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

総
括
課
長　

内
藤　

政
則　

氏

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

融
資
課
長　

渡
辺　

昌
哉　

氏

　
　
　
　
　
　
　
　

上
席
課
長
代
理　

片
岡　

俊
二　

氏

　
平
成
二
十
五
年
度
生
活
衛
生
関
係
営
業
を
ご
担
当
い
た

だ
く
関
係
機
関
の
方
々
は
次
の
と
お
り
で
す
。

後
継
者
育
成
支
援
事
業
を
実
施
し
ま
す

○
親
子
で
学
ぶ
お
肉
の
教
室

　

専
門
講
師
に
よ
り
、
食
肉
の
知
識
（
食
肉
の
歴
史
、
お
肉

の
選
び
方
、
お
肉
の
部
位
）、
食
品
衛
生
の
お
話
な
ど
を
映
像

で
わ
か
り
や
す
く
お
話
し
し
ま
す
。
ま
た
、
お
肉
の
試
食
会

を
行
い
、
近
江
牛
か
輸
入
牛
か
を
判
別
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

日
時　

平
成
25
年
７
月
24
日
（
水
）
15
：
00
～
17
：
00

場
所　

大
津
市
「
ロ
イ
ヤ
ル
オ
ー
ク
ホ
テ
ル
」

対
象　

�

県
内
在
住
の
親
子
ま
た
は
家
族
50
組
１
０
０
人

協
力　

滋
賀
県
食
肉
生
活
衛
生
同
業
組
合

※
詳
細
は
当
セ
ン
タ
ー
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
下
さ
い
。

○
親
子
で
学
ぶ
映
画
教
室

　

専
門
講
師
に
よ
り
、
映
画
の
知
識
（
映
画
館
と
そ
の
歴
史
、

フ
イ
ル
ム
と
デ
ジ
タ
ル
）
を
わ
か
り
や
す
く
お
話
し
し
ま
す
。

ま
た
、
１
９
５
９
年
に
滋
賀
県
の
映
画
館
主
が
制
作
し
た
モ

ノ
ク
ロ
映
画
で
当
時
キ
ネ
マ
旬
報
１
位
に
輝
い
た
「
キ
ク
と

イ
サ
ム
」
を
現
代
の
映
画
館
で
上
映
し
ま
す
。

日
時　

平
成
25
年
８
月
22
日
（
木
）
10
：
00
～
12
：
30

場
所　

大
津
市
「
大
津
ア
レ
ッ
ク
ス
シ
ネ
マ
」
シ
ネ
マ
２

対
象　

�

県
内
に
在
住
も
し
く
は
勤
務
等
の
親
子
や
家
族
50
組

１
０
０
人　

た
だ
し
、
映
画
に
興
味
の
あ
る
方
で
あ

れ
ば
1
名
で
も
応
募
可

協
力　

生
活
衛
生
同
業
組
合
滋
賀
県
興
行
協
会
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